
キヤノンマーケティングジャパン株式会社

キヤノンユーザーリポート

企業プロファイル

実現できたこと

□ ウイルススキャン処理が他の業務ソフトに及ぼす影響
を最小限に抑え、生産性とセキュリティを両立できた。

□ 新種のウイルスが発生した際にも、確実にリスクを排
除できる仕組みを実現できた。

□ スピーディーな製品サポート対応により、問題発生時
にも迅速な対応がとれるようになった。
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連結19,000名
キヤノン製品ならびに関連
ソリューションの国内マー
ケティング

○ 世界180カ国以上で事業を展開す
るキヤノングループの一員として
日本国内でのマーケティング活動
を担い、キヤノン製品を中心に顧
客ニーズに合わせた付加価値の高
いソリューションを提供する。

○ 社員一人ひとりが、顧客視点に立っ
た「顧客主語」と顧客の真のニー
ズを捉えるための「双方向コミュ
ニケーション」によって、顧客と
の対話を重ねることで、新たなニー
ズを発見し、「ものづくりへの参画」
を実践。「くらし、しごと、社会」
のあらゆる領域で人々の創造力を
支援し、顧客に“高い満足”を届
けることをモットーに事業を展開
する。

○ 近年は、ITソリューション分野に
関する事業領域を拡充し、情報サー
ビス企業としての側面を強化。サー
ビス＆サポート体制のさらなる整
備により、常にソリューションの
品質向上に努めている。
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ESET NOD32アンチウイルスの導入により
セキュリティと利便性の両立を実現
従業員のPC利用環境の安全性を強化
カメラや複合機といったキヤノン製品に関し、日本国内で幅広いマーケ
ティング活動を担うキヤノンマーケティングジャパン株式会社（以下、
キヤノンMJ）。総勢19,000人が在籍する同社のグループにとって、従
業員が日常利用するPC環境の安全性を確保することはセキュリティ対
策上の重要なテーマである。しかしこれまで使用していたウイルス対策
ソフトには、スキャン時にPCの動作が遅くなるなど、いくつかの課題
が生じていた。そこで、同社ではグループ内のキヤノンITソリューショ
ンズ（以下、キヤノンITS）が販売総代理店を務める「ESET NOD32
アンチウイルス」へリプレース。同製品を採用したことにより、従来の
課題を解消するとともに、大規模ユーザー環境下での管理性の確保や新
種のウイルスへの対策、問題発生時の対応のスピード化などを実現した。



業務改善の要望

グループ19,000人のPC利用に関わるウイルス対策
を、より効率的に強化したい。

従来行ってきたウイルス対策に関わる集中管理の手順を
踏襲し、管理負荷の増大を回避したい。

ESET製品の企業向け用途における拡販戦略を見据え、
社内での実践を通してノウハウを蓄積したい。

導入部門の声

IT 本部
ITインフラ部

ネットワークインフラ課
課長

古川 宗徳 氏

「エンタープライズ用途に
応える十分な実力を証明で
きました」

「今回の導入は、『ESET NOD32
アンチウイルス』のエンタープ
ライズ分野への拡販を見据え、
グループ内での実践を通しての
製品のブラッシュアップや活用
ノウハウの蓄積といった意味を
持つ取り組みでもありました。
導入に先立つ評価・検証、さら
には導入後の実際の運用を経
て、この製品が特に管理性の点
でもエンタープライズ用途の
ニーズに十分に応える実力を備
えた製品であることを実証する
ことができたと思っています」

導入前の課題と背景
ウイルススキャン処理により業務が停滞

　ウイルス対策をめぐる従来の課題をお聞かせください。

「キヤノンMJグループでは、以前から全社をあげて情報セキュリティ対策に

関わる取り組みを継続的に強化してきました。中でも、グループに在籍する

19,000人の従業員が日常利用しているPC環境における安全性の確保は、

最も重要なテーマの1つです。そこで当社では、OSのセキュリティパッチ

やウイルス対策ソフトのパターンファイルの配信・適用などをはじめとする、

セキュリティ対策に関わる管理業務をグループ内で一元化。センター側から

のコントロールによって、対策がグループ内すべてのユーザーにおいて確実

に実施されるような仕組みを整備しています。

こうした運用を続ける中で、クライアント・セキュリティの要となるウイル

ス対策ソフトに関し、いくつかの課題が浮上してきました。その１つがウイ

ルス対策ソフトの稼働中に起こるPCへの影響です。当社では、週1回の所

定の時刻に、各自のPC上でハードディスク内のウイルスを検出するための

スキャン処理を自動的に開始される設定を行っています。ところが、長期に

わたる利用の中でウイルス対策ソフトのパターンファイルの肥大化が進んで

いたこともあり、スキャン処理が始まると他のアプリケーションの動作がと

たんに遅くなるといった問題が発生してきていたのです。ユーザーによって

は、スキャン処理中はPCでの操作がほとんど行えない状態になってしまう

ケースもありました。このように、業務生産性の観点からも切実な課題となっ

ていたのです」

導入の必然性
新種のウイルスへの対応も可能で大きな安心感

　そうした問題の解消に向け、どのような取り組みを行いましたか。

「もともと当社では、ウイルス対策ソフトに関し、毎年定期的に検討を行って



おり、優れたものがあれば、積極的にリプレースしてい

きたいと考えていました。折しも、数年前からグループ

内のキヤノン ITSが ESET社の販売総代理店となってい

たことから、『ESET NOD32アンチウイルス』にター

ゲットを絞って製品の評価・検証を行うことにしました」

　検証の結果はいかがでしたか。

「検証項目としてまず重要だったのは、当社が標準で採

用しているソフトウェアがきちんと動作するかという

点。これについては、まったく問題ありませんでした。

また、懸念であったスキャン処理中の動作についても

きわめて軽快で、稼働環境の性能低下が極限にまで抑

えられているという印象を受けました。

さらに、既知のウイルス検出に加え、ヒューリスティッ

ク機能※によって新種のウイルスに対応できる点も高く

評価しました。

加えて、管理面に関しては、これまでの運用をそのまま

踏襲し、個々のPCのセキュリティや各種設定を一元管

理できることが必須条件でした。これについても、主要

ウイルス対策ソフトベンダーが提供する製品と同等の機

能が実装されており、当社のようなエンタープライズ向

けのニーズにも問題なく応えられるものと考えました。

以上のような点が決め手となり、ESET NOD32アン

チウイルスのグループ内への適用を決定したのです」

※検査対象のファイル内部を解析し、ウイルス的な挙動を行うかどうかを判断する機能

運用の工夫
段階的な移行によりリスクを回避

　導入に際して工夫した点を教えてください。

「採用決定後、直ち

にグループ内の各

社への展開に取り

組みました。この

とき、移行に関わ

るリスクを回避し

ながら、円滑な導

入を行うために、

綿密な展開手順と

スケジュールを定

めて臨みました。

具体的には、展開対象となる企業をいくつかのグループ

に分け、あるグループはこの期間に行い、別のグループ

はまた違った期間に実施するといった具合に、段階的に

導入を進めていきました。その結果、移行は問題なく進

み、作業開始から約3カ月後には、19,000ユーザー

すべてのPCへの導入を無事完了することができました」

取り組みの成果
エンタープライズ用途への適合性を実感

　導入後の成果はいかがでしょうか。

「まず、苦情の声

が多かったハード

ディスクスキャン

による性能低下の

問題については、

社内アンケート調

査の結果、8割以

上の従業員から性

能が向上したとの

回答を得ていま

す。作業を中断する必要もなくなったという声も届い

ており、業務の生産性とセキュリティ対策を両立でき

たものと評価しています。

また、管理性に関しても、検証時に評価したエンター

プライズ用途への適合性を実践の中で改めて確認し、

大規模な企業にも十分に耐えうる仕様であることがわ

かりました」

　他に新しく評価されたポイントはありますか。

「キヤノン ITS によるサポート対応が非常に充実してい

ることも、運用上の大きなメリットとなっています。

例えば、ウイルスの誤検知など何らかの問題が発生し

た場合も、その対応は非常に迅速です。問い合わせた

日のうちの遅くとも 3時間以内には何らかのレスポン

スが得られるため、業務上の手間やリスクが低減され

るとともに、トラブルへの対応がスピーディーに行え

るようになりました。また、新種ウイルスの発生など

に関する情報が速やかに提供される点も、PCを運用す

る部門にとっては大きな安心感につながります。特性

や対処方法がわかるだけでも、過度な対策を行わなく

てすむからです」

キヤノンMJ グループの PC利用環境に関するイ
ンフラの構築・運用管理に携わる IT インフラ部コ
ンピュータインフラ第一課の藤原悟氏（左）と鈴
木司氏（右）。

今回導入した「ESET NOD32アンチウイルス」の
管理画面のイメージ



将来の展望
増大するウイルスに万全の備えを  

　今後の課題や展望についてお聞かせください。

「今後、情報セキュリティに対する社会的な要請がさら

に高まる一方、登場してくるウイルスもますます巧妙

化・凶悪化してくることが予想されます。そうした中で、

より厳格なセキュリティポリシーに基づく運用への移

行を常に繰り返していかねばなりません。今回、より

確実にウイルスの脅威を排除しながら、大規模なユー

ザーに対しても適切かつ迅速に必要なポリシーの適用

が行える仕組みを整備できたことは、将来に向けての

大きな安心感につながるものと考えています」

データセンター

管理（ERAS）サーバー ミラーサーバー

WAN

品川本社

定義データベース
のアップデート ミラーサーバー 各種ログ送付 定義データベース

のアップデート 各種ログ送付

キヤノンマーケティング
ジャパングループ各拠点

改善後の業務フロー

計19,000台ものセキュリティ対策を一元管理
キヤノンMJでは、ESET NOD32アンチウイルスを導入し、センター側の管理（ERAS）サーバー（ないしは

ミラーサーバー）から、グループ各社で利用されている全PCに対して定義ファイルや各種設定情報を自動配信

する仕組みを構築。一方、各PC側から管理サーバーに対して、ウイルス検知情報などの各種ログが送信される

仕組みも整備しており、計19,000台にのぼるPCに関するセキュリティ対策の一元管理を実現しています。

ウイルス・スパイウェア対策ソフト「ESET NOD32アンチウイルス」
ルートキットやマクロウイルス、ワーム、アドウェア、トロイの木馬など、マルウェアの検出をはじめ、フィッ

シングサイトへのアクセスの抑止や、USBメモリーなどのリムーバブルメディアの利用を制御する機能を搭載。

トータルな局面でPCをセキュリティ上の脅威から保護します。    （開発元：ESET, LLC and ESET, spol. s.r.o.）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (ProPhoto RGB)
  /CalCMYKProfile (U.S. Sheetfed Uncoated v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


